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7 週齢の Wistar 系雄性ラット 21 匹を用い，全身麻酔下において上顎の全ての臼歯を抜歯した臼
歯抜歯群 7 匹，上顎臼歯抜歯後 10 週齢時に実験用義歯を装着した義歯装着群 7 匹，対照群 7 匹の
3群に無作為に振り分けた。記憶学習能の評価には受動的回避実験装置を用いた。獲得試行は 18 週
齢時から開始し，電気刺激（0.8mA，3 秒間）を 3日間与え，その後の再生試行では電気刺激を与え
ない点以外は獲得試行と同じ施行を 5日間行った。再生試行の最大待機時間は 600 秒とし，各試行
は 1日 1回とした。最終日の試行終了後に麻酔下で動物を屠殺し血液と海馬を採取した。酸化スト
レスの影響として 8-hydroxy-2’-deoxyguanosine（8-OHdG），カルボニル化タンパク質，チオバル


















は対照群と比較して有意に低値であった。また，SOD と TBARS には強い負の相関を認めた(r=-
0.743)。 
これらの結果より，DNA とタンパク質の酸化は，臼歯抜歯によって亢進したと考えられた。一
方，脂質過酸化反応と抗酸化作用は，両者の変化に相関を認め，臼歯抜歯によって抗酸化作用が
低下して脂質過酸化反応が亢進し，咬合支持の回復によって脂質過酸化反応と抗酸化作用が回復
したことから受動的回避実験の結果に影響を与えたことが推察された。 
 
【結論】 
咬合支持を喪失したラットでは抗酸化作用が低下し脂質過酸化反応が亢進した酸化ストレス状
態となり記憶学習能障害が発現し，咬合支持を回復させたラットでは脂質過酸化反応と抗酸化作用
が回復し，記憶学習能障害が抑制されたと推察される。したがって，咬合支持の有無による酸化ス
トレスの変動は，記憶学習能に影響を与える可能性が示唆された。 
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